
担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技)特別教室など学校施設の役割を
理解できる。また、授業で使用する特別
教室の名称や道順を覚えることができ
る。
【社会中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)集団生活の中で何が必要か気
づき、表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋑】

(学･人)主体的に学年オリエンテーショ
ンに参加し、学校生活に生かそうとする
ことができる。

(知・技)授業で使用する特別教室の名称
や道順を覚えようとしている。

(思･判･表)名前や自分の好きな食べ物・
好きなこと等を表現しようとしている。

(主学)主体的に学年オリエンテーション
に参加し、学校生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学年オリエンテーション」
「自己表現」
「校内施設理解」

・できるだけ自分の言葉で自己紹介に取り組
む。
・制服や教科制など、小学部と中学部の違い
に気付く。
・授業で使用する特別教室の名称や道順を覚
えることに取り組む。

4

(知及技)図書館でのきまりを知り，生活
の中できまりを守ることの大切さがわか
る。【社会中１段階Ａイ(ア)】
(思判表力)社会生活ときまりとの関連を
考え，表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋐】
(学･人)本の良さを認識し、幅広く読書
に親しもうとすることができる。

(知・技)図書館オリエンテーションで、
図書館のルールを学ぼうとしている。
(思･判･表)図書館でのルールやマナーを
守って行動しようとしている。きまりを
まもりながら、本を借りることができ
る。
(主学))本の良さを認識し、幅広く読書に
親しもうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「読書活動」（図書館の利
用）

・図書館オリエンテーションを通して、図書
館の利用方法を確認する。
・図書館の利用を通して、様々な分野や種類
の書
物が存在にすることに気づき、マナーやルー
ル守りながら読みたい本を選ぶことができ
る。
・図書館に有る様々な本を実際に手に取るこ
とで、読書に対する意欲を高め興味・関心の
幅を広げる。

4

(知及技)交通安全のためのルールを知
り、生活の中でそれを守ることの大切さ
がわかる。【社会中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)信号や横断歩道の役割を考
え、そのルールに従って学校周辺の散策
ができる。【社会中１段階Ａア(イ)㋑】

(学･人)交通安全の大切さ認識し、日常
生活に生かそうすることができる。

(知・技)交通安全学習で、交通安全のた
めのルールを学ぼうとしている。

(思･判･表)交通でのルールやマナーを
守って行動しようとしている。

(主学))主体的に交通安全学習に参加し、
日常生活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「交通安全学習」
（校外学習）

・スライドを使って、交通安全のルールを確
認する。
・動画やフリップを使って交通安全クイズを
行う。
・学校周辺の散策を行い、信号や横断歩道の
ルールを確認する。

4

(知及技)地域の歴史を知ることができ
る。【社会中１段階Ａオ(イ)㋐】【道徳
（生命）】

(思判表力)公共施設や公共物について調
べ、それらの役割を考え、表現できる。
【社会中１段階Ａイ(ア)㋑】【道徳（生
命）】

(学･人)公共施設の大切さ認識し、日常
生活に生かそうすることができる。

(知・技)地域の歴史を知ろうとしてい
る。

(思･判･表)公共施設や公共物について調
べ、それらの役割をプリントにまとめた
り、発表したりしている。

(学･人)公共施設の大切さ認識し、日常生
活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「平和記念資料館事前学習」 ・事前学習で、地域の歴史を学び、行き先の
場所や施設の特徴を理解することに取り組
む。

4

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学年親睦コミュニケーショ
ン」
「ふうせんバレー」等

・ゲーム的活動を通して、ルールの確認や友
達と仲良く楽しく過ごすための工夫を考え
る。
・学年の親睦を深める。

4

(知及技)生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることがわかる。
【理科中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)身の回りの生物の様子から，
主に差異点や共通点に付き，疑問を持つ
ことができる。
【理科中１段階Ａア(イ)】

(学・人)身の回りの生物の様子について
進んで調べ、学んだことを日常生活など
に生かすかそうとすることができる。

(知・技）生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることを理解している。

(思･判･表)身の回りの生物について調べ
る中で、差異点や共通点に気づき、生物
の姿についての疑問をもち、表現しよう
としている。

(主学)身の回りの生物の様子について調
べ、学んだことを日常生活などに生かそ
うとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「海の危険生物」 ・夏休みに向けて、海の危険生物について確
認する。

1
学
期

年間目標

(知及技)自然の事物・現象についての基本的な理解を図ったり，地域の地理的環境，現代社会の仕組みや役割，地域の歴史や伝統と文化及び外国の様子につい
て，具体的な活動や体験を通して理解するとともに，経験したことと関連付けて，調べまとめる技能を身に付けるようにする。【中理科社会１段階】
(思判表力）観察，実験などを行い，疑問をもつ力と予想や仮説を立てる力を養う。また、社会的事象について，自分の生活と結び付けて具体的に考え，社会と
の関わりの中で，選択・判断したことを適切に表現する力を養う。【中理科社会１段階】
(学･人)自然を愛する心情や社会に主体的に関わろうとする態度を養うとともに，地域社会の一員として人々と共に生きていくことの大切さについての自覚を養
う。【中理科社会１段階　道徳中ABCD】

１学年

児童生徒

中学部1年（Ⅱ課程A①）生活単元学習　年間指導計画令和 6年度

単位数
／配当時数

2／70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



4

(知及技)学校施設の役割を理解でき、
ルールやマナーを知り、生活の中でそれ
を守ることの大切さがわかる。【社会中
１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)集団生活の中で何が必要か気
づき、表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋑】【道徳（自分）】

(学･人)主体的に学年開きに参加し、学
校生活に生かそうとすることができる。

(知・技)学校施設でのルールやマナーを
覚えようとしている。

(思･判･表)夏休みに取り組んだことを表
現しようとしている。

(主学)主体的に学年開き参加し、学校生
活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学期開き」
「自己表現」
「校内施設理解」

・できるだけ自分の言葉で夏休みの思い出発
表に取り組む。
・学校でのルールやマナーの確認を行う。

4

(知及技)地域の昔の生活の様子や子供の
遊びの変化を知ることができる。【社会
中１段階Ａオ(イ)㋐】

(思判表力)今と昔の暮らしや遊びを比べ
たり表現したりすることができる。【社
会中１段階Ａオ(イ)㋑】

(学･人)主体的に学習に参加し、日常生
活に生かそうすることができる。

(知・技)地域の昔の暮らしや遊びがどの
ようなものなのか知ろうとしている。

(思･判･表)今と昔の暮らしや遊びの違い
を調べ、それらをプリントにまとめた
り、発表したりしている。

(学･人)主体的に学習に参加し、日常生活
に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「昔のくらし＆遊び」 ・昔の暮らしや遊びを学習し、実際に昔の遊
びに取り組む。

6

(知及技)自分の体の大切な場所を知り、
身近な人との簡単な応対などをするため
の知識や技能を身につけることができ
る。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)プライベートゾーンに関する学
習活動を通して、学んだことを日常生活
に生かそうすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思･判･表)集団活動の中で、自分の体の
大切な場所を触られたとき、どうしたら
よいかを考え、仲良くするためには、ど
う接していけばよいかを考えようとてい
る。
(主学)プライベートゾーンに関する学習
活動を通して、学んだことを日常生活に
生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「たいせつな体」
（絵本だいじだいじどーこ
だ）
（生命の安全教育動画教材）

・スライドをみながら、体のつくり、働きの
概略について理解することに取り組む。
・プールのとき、なぜ水着を着るのかを考え
ながら、自分の体の大切なところを知る。
・自分の体も他の人の体も大切なことを知
る。
・自分の大切なところを他の人が触ってきた
とき、どうしたらよいかを考える。

6

(知及技)公共施設でのルールやマナーを
知ることができる。【社会中１段階Ａイ
(ア)㋐】【道徳（集団・社会）】

(思判表力)公共施設や公共物の役割を考
え、そのルールに従って散策ができる。
【社会中１段階イ(ア)㋑】【道徳（集
団・社会）】

(学･人)主体的に社会体験活動に参加
し、日常生活に生かそうすることができ
る。

(知・技)公共施設を使うためのルールを
学ぼうとしている。

(思･判･表)公共施設でのルールやマナー
を守って行動しようとしている。

(主学))主体的に社会体験活動に参加し、
日常生活に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「社会体験事前学習」
「社会体験学習」
（校外学習）

・スライドを使って、社会体験で行く公共施
設を確認する。
・動画やフリップを使ってルールやマナーの
クイズを行う。
・家庭や学校での日常的に守っているルール
やマナーを確認し、校外や外出先でもそれら
をも守ることの大切さを考える。
・実際に校外学習を行い、ルールやマナーを
守りながら参加できるか確認する。

6

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「凧作り」
「凧あげ」

・凧作り活動を通して、作り方を教わったり
友達に教えたりする。
・ルールの確認や友達と仲良く楽しく過ごす
ための工夫を考える。
・学年の親睦を深める。

6

(知及技）手伝いや仕事をするための知
識や技能を身に付けることができる。
【生活小３段階キ(イ)】
(思判表力)計量機器を使って計量した
り、調理器具を使ってレシピを再現する
ことができる。【生活小３段階キ
(ア）】
(学･人)日常生活の手伝いや仕事に関心
をもち、自分から進んで活動することが
できる。

(知・技)手伝いや仕事をするための知識
や技能を身につけようとしている。
(思･判･表)レシピを再現しようとしてい
る。
(主学)日常生活の手伝いや仕事に関心を
もち、自分から進んで活動しようとして
いる。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「調理体験事前学習」
「調理体験」

・計りを使ってレシピで指定された重さの分
量を取り出す。
・日常生活の手伝いや仕事をするための知識
や技能を身につける。

8

(知及技)公共施設でのルールやマナーを
知ることができる。【社会中１段階Ａイ
(ア)㋐】【道徳（集団・社会）】

(思判表力)公共施設や公共物の役割を考
え、そのルールに従って散策ができる。
【社会中１段階イ(ア)㋑】【道徳（集
団・社会）】

(学･人)主体的に社会体験活動に参加
し、日常生活に生かそうすることができ
る。

(知・技)公共施設を使うためのルールを
学ぼうとしている。

(思･判･表)公共施設でのルールやマナー
を守って行動しようとしている。

(主学))主体的に社会体験活動に参加し、
日常生活に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「社会体験事前学習」
「社会体験学習」
（校外学習）

・スライドを使って、社会体験で行く公共施
設を確認する。
・動画やフリップを使ってルールやマナーの
クイズを行う。
・家庭や学校での日常的に守っているルール
やマナーを確認し、校外や外出先でもそれら
をも守ることの大切さを考える。
・実際に校外学習を行い、ルールやマナーを
守りながら参加できるか確認する。

4

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「買い物学習」
「3年生送る会準備」
「学年お疲れ様会」

・ルールの確認や友達と仲良く楽しく過ごす
ための工夫を考える。
・学年の親睦を深める。

2
学
期

3
学
期

留意点
引継ぎ等



   中学部　 ２ 年　（Ⅱ課程A①）    生活単元学習　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身近な公共施設や公共物の役割を知る
ことができる。（中社イ１段階）

(思判表力)
生物には色、形、大きさなど、姿に違
いがあることを知り、他者に伝えるこ
とができる。（中理Aア１段階）

(学･人)
様々な場面で「きまり」があることに
気づくことができる。

（道徳）
命の尊さについて学び、かけがえのな
い生命を尊重することができる。（D
生命の尊さ）

(知・技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ろ
うとしている。

(思・判・表)
生物には色、形、大きさなど、姿に違
いがあることを知り、単語や身振りで
伝えようとしている。

(主学)様々な場面で「きまり」を
守れたか、振り返ろうとしている。

（道徳）
命の尊さについて学び、自分や家族・
友達の生命を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①　校外学習へ行こう

②　春の植物をさがそう

③　校内にある公共物をさが
そう

④　慰霊の日にむけて

①
・修学旅行の事前学習として、スクールバス乗車と空
港見学を行う。
・公共のルールやマナーについて学ぶ。
②
・見本と同じ生物（植物・虫）を探す。
・季節によって咲く花の種類が違うことを学ぶ。
③
・校内にあるシンボルマークやユニバーサルデザイン
をみつける。
・シンボルマークやユニバーサルデザインの意味をみ
んなで考えていく。
④
・慰霊の日に関する写真や映像を見る。
・学んだことの発表を行う。

２
学
期

26

(知及技）
都道府県内における県や市の位置、地
形なとに着目することができる。（中
社オ１段階）

(思判表力)
日陰を作る方法を話し合って、実践す
ることができる。日なたと日陰では地
面の暖かさに違いがあることの理由を
考えることができる。（中理Bア１段
階）

(学･人)
住んでいる県の良いところや、修学旅
行で訪れる県や地域のことを教師や友
達と一緒にまとめることができる。
（中社オ１段階）

（道徳）
法やきまりの意義を理解することがで
きる。（C規則の尊重）

(知・技）
都道府県内における県や市の位置、地
形などを地図から探そうとしている。

(思・判・表)
日陰を作る方法や日なたと日陰では地
面の暖かさに違いがあることの理由探
しの話し合いに参加している。

(主学)教師や友達と相談しながら、身
近な市町村の良いところや修学旅行で
訪れる県や地域のことを調べようとし
ている。

（道徳）
法やきまりを○か×で答えることがで
きる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①修学旅行へ行こう

②太陽と地面の様子を観察し
よう

③法ときまり○×クイズ

①
・修学旅行事前学習（行程表、しおり作成等）
・修学旅行事後学習（写真での振り返り、感想発表）

②
・日陰はなぜできるのか。陰アート
・日陰を作ってみよう
・日なたと日陰では地面の暖かさに違いがあるのか体
感してみよう

③
・法律○×クイズ
・ルールとマナー○×クイズ
・クイズ王決定戦

３
学
期

18

(知及技）
集団の中での簡単な役割を果たすこと
ができる。（小生活カ３段階）

(思判表力)
地域における災害や事故に対する施
設・設備などの配置，緊急時への備え
や対応などに着目して，関係機関や地
域の人々
の諸活動を捉え，そこに関わる人々の
働きを考え，表現できる。

(学･人)災害の種類について考える
ことができる。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、それぞれの個性や立場を尊重す
ることができる。（B相互理解、寛容)

(知・技）
集団の中で与えられた役割を果たそう
としている。

(思・判・表)
消防署の役割を写真や文章でまとめよ
うとしている。

(主学)災害の種類や自分ができること
について、周りの人と相談しながら考
えようとしている。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えようと
している。また、それぞれの個性や立
場を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①３年生を送る会

②災害や事故ってどんなもの
がある？

③災害時など、自分のできる
こと・やるべきことは何だろ
う

①３年生を送る会の運営
・1人一役

②
・東日本大震災から学ぶ（映像など）
・被災した人々の生活
・消防署の役割について

③
・もし沖縄で大きな災害がおきたら
・私にできること

留意点
引継ぎ等

令和 6年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 2学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動，地域の産業と消費生活の様子及び身
近な地域の様子の移り変わり並びに社会生活に必要なきまり，公共施設の役割及び外国の様子について，具体的な活
動や体験を通して，自分との関わりが分かるとともに，調べまとめる技能を身に付けるようにする(中社会Ⅰ段階）

(思判表力)観察･実験などを行い、主に差異点や共通点に気付き、疑問を持ち表現する力を養う。（中理科1段階）

(学・人)身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さについての自覚を養う
(中社会１段階）

(道徳)(C:集団や社会との関わりに関する事)約束や社会の決まりの意義を理解したり、働くことの大切さを知り進ん
でみんなの為に働いたりして、協力し合って楽しい学級や学校を作ろうとする態度を育てる。



  中学部　 ３年　（Ⅱ課程A①）　生活単元学習   　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身近な公共施設や公共物の役割を知る
ことができる。（中社イ１段階）

(思判表力)
身の回りの生物の様子から、主に差異
点や共通点に気づき、疑問を持つ力を
養うことができる。（中理Aア１段
階）

(学･人)
様々な場面で「きまり」があることに
気づくことができる。（中社イ１段
階）

（道徳）
命の尊さについて学び、かけがえのな
い生命を尊重することができる。（D
生命の尊さ）

(知・技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ろ
うとしている。

(思・判・表)
植物は色、形、大きさなど、姿に違い
があることを知り、単語や身振りで伝
えようとしている。

(主学)様々な場面で「きまり」を
守れたか、振り返ろうとしている。

（道徳）
命の尊さについて学び、自分や家族・
友達の生命を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①　校内にある公共物をさが
そう

②　植物を育てよう

③　校外学習へ行こう

④　慰霊の日にむけて

①
・校内にあるシンボルマークやユニバーサルデザイン
をみつける。
・シンボルマークやユニバーサルデザインの意味をみ
んなで考えていく。

②
・植物の栽培活動を行う。
・植物の成長を観察する。

③
・修学旅行の事前学習として、スクールバス乗車と空
港見学を行う。
・公共のルールやマナーについて学ぶ。

④
・慰霊の日に関する写真や映像を見る。
・学んだことの発表を行う。

2
学
期

26

(知及技）
都道府県内における県や市の位置、地
形なとに着目することができる。（中
社オ１段階）

(思判表力)
物の性質の差異点や共通点に気づき、
疑問を持ち、表現することができる。
（中理Cイ１段階）

(学･人)
住んでいる県の良いところや、修学旅
行で訪れる県や地域のことを教師や友
達と一緒にまとめることができる。
（中社オ１段階）

（道徳）
働くことの大切さを知り、進んでみん
なのために働くことについて考えるこ
とができる。（C勤労、公共の精神）

(知・技）
都道府県内における県や市の位置、地
形などを地図から探そうとしている。

(思・判・表)
物質の形や体積による重さの違いや性
質の変化を、実験を通して記録したり
図に表したりしようとしている。

(主学)教師や友達と相談しながら、身
近な市町村の良いところや修学旅行で
訪れる県や地域のことを調べようとし
ている。

（道徳）
身の回りにある仕事の種類や内容を知
り、働くことの大切さについて考えよ
うとしている。自分自身が果たせる役
割について考えようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①修学旅行へ行こう

②いろいろな形と重さの関係
を調べよう

③身の回りにどんな仕事があ
るか知ろう

①
・修学旅行事前学習（行程表、しおり作成等）
・修学旅行事後学習（写真での振り返り、感想発表）

②
・形を変えて重さを比べてみよう
・同じ容器に入れてみよう
・実験振り返り

③
・仕事さがしウォークラリー
・もしもクイズ

3
学
期

18

(知及技）
社会生活に必要なきまりと、自分との
かかわりがわかる。（中社会ア１段
階）

(思判表力)
日常生活における公共施設の関わり方
などについて調べ、考えて表現するこ
とができる。（小生活コ２段階）

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にすることができる。
（B相互理解、寛容)

(知・技）
社会や学校での決まりがわかり、生活
の中でそれを守る大切さを知ろうとし
ている。

(思・判・表)
消防署の役割を写真や文章でまとめよ
うとしている。

(主学)災害の種類や自分ができること
について、周りの人と相談しながら考
えようとしている。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えようと
している。また、それぞれの個性や立
場を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①自分と社会のつながり

②災害や事故ってどんなもの
がある？

③高等部入試、卒業式に向け
て

①
・成人になると何が変化するのか学ぶ。
・日本の選挙制度について

②
・東日本大震災から学ぶ（映像など）
・被災した人々の生活
・消防署の役割について

③
・３年間の振り返り
・心と心のつながり

留意点
引継ぎ等

令和 ６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 3学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動，地域の産業と消費生活の様子及び身
近な地域の様子の移り変わり並びに社会生活に必要なきまり，公共施設の役割及び外国の様子について，具体的な活
動や体験を通して，自分との関わりが分かるとともに，調べまとめる技能を身に付けるようにする(中社会１段階）

(思判表力)観察･実験などを行い、主に差異点や共通点に気付き、疑問を持ち表現する力を養う。（中理科1段階）

(学・人)身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さについての自覚を養う
(中社会１段階）

(道徳)(C:集団や社会との関わりに関する事)約束や社会の決まりの意義を理解したり、働くことの大切さを知り進ん
でみんなの為に働いたりして、協力し合って楽しい学級や学校を作ろうとする態度を育てる。



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

(知及技)特別教室など学校施設の役割を
理解できる。また、授業で使用する特別
教室の名称や道順を覚えることができ
る。
【社会中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)集団生活の中で何が必要か気
づき、表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋑】

(学･人)主体的に学年オリエンテーショ
ンに参加し、学校生活に生かそうとする
ことができる。

(知・技)授業で使用する特別教室の名称
や道順を覚えようとしている。

(思･判･表)名前や自分の好きな食べ物・
好きなこと等を表現しようとしている。

(主学)主体的に学年オリエンテーション
に参加し、学校生活に生かそうとしてい
る。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学年オリエンテーション」
「自己表現」
「校内施設理解」

・できるだけ自分の言葉で自己紹介に取り組
む。
・制服や教科制など、小学部と中学部の違い
に気付く。
・授業で使用する特別教室の名称や道順を覚
えることに取り組む。

4

(知及技)図書館でのきまりを知り，生活
の中できまりを守ることの大切さがわか
る。【社会中１段階Ａイ(ア)】
(思判表力)社会生活ときまりとの関連を
考え，表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋐】
(学･人)本の良さを認識し、幅広く読書
に親しもうとすることができる。

(知・技)図書館オリエンテーションで、
図書館のルールを学ぼうとしている。
(思･判･表)図書館でのルールやマナーを
守って行動しようとしている。きまりを
まもりながら、本を借りることができ
る。
(主学))本の良さを認識し、幅広く読書に
親しもうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「読書活動」（図書館の利
用）

・図書館オリエンテーションを通して、図書
館の利用方法を確認する。
・図書館の利用を通して、様々な分野や種類
の書
物が存在にすることに気づき、マナーやルー
ル守りながら読みたい本を選ぶことができ
る。
・図書館に有る様々な本を実際に手に取るこ
とで、読書に対する意欲を高め興味・関心の
幅を広げる。

4

(知及技)交通安全のためのルールを知
り、生活の中でそれを守ることの大切さ
がわかる。【社会中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)信号や横断歩道の役割を考
え、そのルールに従って学校周辺の散策
ができる。【社会中１段階Ａア(イ)㋑】

(学･人)交通安全の大切さ認識し、日常
生活に生かそうすることができる。

(知・技)交通安全学習で、交通安全のた
めのルールを学ぼうとしている。

(思･判･表)交通でのルールやマナーを
守って行動しようとしている。

(主学))主体的に交通安全学習に参加し、
日常生活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「交通安全学習」
（校外学習）

・スライドを使って、交通安全のルールを確
認する。
・動画やフリップを使って交通安全クイズを
行う。
・学校周辺の散策を行い、信号や横断歩道の
ルールを確認する。

4

(知及技)地域の歴史を知ることができ
る。【社会中１段階Ａオ(イ)㋐】【道徳
（生命）】

(思判表力)公共施設や公共物について調
べ、それらの役割を考え、表現できる。
【社会中１段階Ａイ(ア)㋑】【道徳（生
命）】

(学･人)公共施設の大切さ認識し、日常
生活に生かそうすることができる。

(知・技)地域の歴史を知ろうとしてい
る。

(思･判･表)公共施設や公共物について調
べ、それらの役割をプリントにまとめた
り、発表したりしている。

(学･人)公共施設の大切さ認識し、日常生
活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「平和記念資料館事前学習」 ・事前学習で、地域の歴史を学び、行き先の
場所や施設の特徴を理解することに取り組
む。

4

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学年親睦コミュニケーショ
ン」
「ふうせんバレー」等

・ゲーム的活動を通して、ルールの確認や友
達と仲良く楽しく過ごすための工夫を考え
る。
・学年の親睦を深める。

4

(知及技)生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることがわかる。
【理科中１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)身の回りの生物の様子から，
主に差異点や共通点に付き，疑問を持つ
ことができる。
【理科中１段階Ａア(イ)】

(学・人)身の回りの生物の様子について
進んで調べ、学んだことを日常生活など
に生かすかそうとすることができる。

(知・技）生物は、色、形、大きさなど、
姿に違いがあることを理解している。

(思･判･表)身の回りの生物について調べ
る中で、差異点や共通点に気づき、生物
の姿についての疑問をもち、表現しよう
としている。

(主学)身の回りの生物の様子について調
べ、学んだことを日常生活などに生かそ
うとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「海の危険生物」 ・夏休みに向けて、海の危険生物について確
認する。

1
学
期

年間目標

(知及技)自然の事物・現象についての基本的な理解を図ったり，地域の地理的環境，現代社会の仕組みや役割，地域の歴史や伝統と文化及び外国の様子につい
て，具体的な活動や体験を通して理解するとともに，経験したことと関連付けて，調べまとめる技能を身に付けるようにする。【中理科社会１段階】
(思判表力）観察，実験などを行い，疑問をもつ力と予想や仮説を立てる力を養う。また、社会的事象について，自分の生活と結び付けて具体的に考え，社会と
の関わりの中で，選択・判断したことを適切に表現する力を養う。【中理科社会１段階】
(学･人)自然を愛する心情や社会に主体的に関わろうとする態度を養うとともに，地域社会の一員として人々と共に生きていくことの大切さについての自覚を養
う。【中理科社会１段階　道徳中ABCD】

１学年

児童生徒

中学部1年（Ⅱ課程A②）生活単元学習　年間指導計画令和 6年度

単位数
／配当時数

2／70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



4

(知及技)学校施設の役割を理解でき、
ルールやマナーを知り、生活の中でそれ
を守ることの大切さがわかる。【社会中
１段階Ａア(ア)㋐】

(思判表力)集団生活の中で何が必要か気
づき、表現できる。【社会中１段階Ａア
(イ)㋑】【道徳（自分）】

(学･人)主体的に学年開きに参加し、学
校生活に生かそうとすることができる。

(知・技)学校施設でのルールやマナーを
覚えようとしている。

(思･判･表)夏休みに取り組んだことを表
現しようとしている。

(主学)主体的に学年開き参加し、学校生
活に生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「学期開き」
「自己表現」
「校内施設理解」

・できるだけ自分の言葉で夏休みの思い出発
表に取り組む。
・学校でのルールやマナーの確認を行う。

4

(知及技)地域の昔の生活の様子や子供の
遊びの変化を知ることができる。【社会
中１段階Ａオ(イ)㋐】

(思判表力)今と昔の暮らしや遊びを比べ
たり表現したりすることができる。【社
会中１段階Ａオ(イ)㋑】

(学･人)主体的に学習に参加し、日常生
活に生かそうすることができる。

(知・技)地域の昔の暮らしや遊びがどの
ようなものなのか知ろうとしている。

(思･判･表)今と昔の暮らしや遊びの違い
を調べ、それらをプリントにまとめた
り、発表したりしている。

(学･人)主体的に学習に参加し、日常生活
に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「昔のくらし＆遊び」 ・昔の暮らしや遊びを学習し、実際に昔の遊
びに取り組む。

6

(知及技)自分の体の大切な場所を知り、
身近な人との簡単な応対などをするため
の知識や技能を身につけることができ
る。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)プライベートゾーンに関する学
習活動を通して、学んだことを日常生活
に生かそうすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思･判･表)集団活動の中で、自分の体の
大切な場所を触られたとき、どうしたら
よいかを考え、仲良くするためには、ど
う接していけばよいかを考えようとてい
る。
(主学)プライベートゾーンに関する学習
活動を通して、学んだことを日常生活に
生かそうとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「たいせつな体」
（絵本だいじだいじどーこ
だ）
（生命の安全教育動画教材）

・スライドをみながら、体のつくり、働きの
概略について理解することに取り組む。
・プールのとき、なぜ水着を着るのかを考え
ながら、自分の体の大切なところを知る。
・自分の体も他の人の体も大切なことを知
る。
・自分の大切なところを他の人が触ってきた
とき、どうしたらよいかを考える。

6

(知及技)公共施設でのルールやマナーを
知ることができる。【社会中１段階Ａイ
(ア)㋐】【道徳（集団・社会）】

(思判表力)公共施設や公共物の役割を考
え、そのルールに従って散策ができる。
【社会中１段階イ(ア)㋑】【道徳（集
団・社会）】

(学･人)主体的に社会体験活動に参加
し、日常生活に生かそうすることができ
る。

(知・技)公共施設を使うためのルールを
学ぼうとしている。

(思･判･表)公共施設でのルールやマナー
を守って行動しようとしている。

(主学))主体的に社会体験活動に参加し、
日常生活に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「社会体験事前学習」
「社会体験学習」
（校外学習）

・スライドを使って、社会体験で行く公共施
設を確認する。
・動画やフリップを使ってルールやマナーの
クイズを行う。
・家庭や学校での日常的に守っているルール
やマナーを確認し、校外や外出先でもそれら
をも守ることの大切さを考える。
・実際に校外学習を行い、ルールやマナーを
守りながら参加できるか確認する。

6

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「凧作り」
「凧あげ」

・凧作り活動を通して、作り方を教わったり
友達に教えたりする。
・ルールの確認や友達と仲良く楽しく過ごす
ための工夫を考える。
・学年の親睦を深める。

6

(知及技）手伝いや仕事をするための知
識や技能を身に付けることができる。
【生活小３段階キ(イ)】
(思判表力)計量機器を使って計量した
り、調理器具を使ってレシピを再現する
ことができる。【生活小３段階キ
(ア）】
(学･人)日常生活の手伝いや仕事に関心
をもち、自分から進んで活動することが
できる。

(知・技)手伝いや仕事をするための知識
や技能を身につけようとしている。
(思･判･表)レシピを再現しようとしてい
る。
(主学)日常生活の手伝いや仕事に関心を
もち、自分から進んで活動しようとして
いる。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「調理体験事前学習」
「調理体験」

・計りを使ってレシピで指定された重さの分
量を取り出す。
・日常生活の手伝いや仕事をするための知識
や技能を身につける。

8

(知及技)公共施設でのルールやマナーを
知ることができる。【社会中１段階Ａイ
(ア)㋐】【道徳（集団・社会）】

(思判表力)公共施設や公共物の役割を考
え、そのルールに従って散策ができる。
【社会中１段階イ(ア)㋑】【道徳（集
団・社会）】

(学･人)主体的に社会体験活動に参加
し、日常生活に生かそうすることができ
る。

(知・技)公共施設を使うためのルールを
学ぼうとしている。

(思･判･表)公共施設でのルールやマナー
を守って行動しようとしている。

(主学))主体的に社会体験活動に参加し、
日常生活に生かそうとしている。
【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「社会体験事前学習」
「社会体験学習」
（校外学習）

・スライドを使って、社会体験で行く公共施
設を確認する。
・動画やフリップを使ってルールやマナーの
クイズを行う。
・家庭や学校での日常的に守っているルール
やマナーを確認し、校外や外出先でもそれら
をも守ることの大切さを考える。
・実際に校外学習を行い、ルールやマナーを
守りながら参加できるか確認する。

4

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】【道
徳（集団・社会）】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり活動内容の工
夫をし発展させたりして、仲良く取り組
むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】【道徳（集団・社会）】

(学･人)人との関りに関する学習活動を
通して、学んだことを日常生活に生かそ
うすることができる。

(知及技)身近な人との簡単な応対などを
するための知識や技能を身につけること
ができる。【生活小３段階オ(イ)】

(思判表力)集団活動の中で、友達と関り
をもち、きまりを守ったり、活動内容の
工夫をし発展させたりして、仲良く取り
組むことができる。【生活小３段階エ
(ア)】

(学･人)人との関りに関する学習活動を通
して、学んだことを日常生活に生かそう
することができる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

「買い物学習」
「3年生送る会準備」
「学年お疲れ様会」

・ルールの確認や友達と仲良く楽しく過ごす
ための工夫を考える。
・学年の親睦を深める。

2
学
期

3
学
期

留意点
引継ぎ等



   中学部　 ２ 年　（Ⅱ課程A①）    生活単元学習　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身近な公共施設や公共物の役割を知る
ことができる。（中社イ１段階）

(思判表力)
生物には色、形、大きさなど、姿に違
いがあることを知り、他者に伝えるこ
とができる。（中理Aア１段階）

(学･人)
様々な場面で「きまり」があることに
気づくことができる。

（道徳）
命の尊さについて学び、かけがえのな
い生命を尊重することができる。（D
生命の尊さ）

(知・技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ろ
うとしている。

(思・判・表)
生物には色、形、大きさなど、姿に違
いがあることを知り、単語や身振りで
伝えようとしている。

(主学)様々な場面で「きまり」を
守れたか、振り返ろうとしている。

（道徳）
命の尊さについて学び、自分や家族・
友達の生命を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①　校外学習へ行こう

②　春の植物をさがそう

③　校内にある公共物をさが
そう

④　慰霊の日にむけて

①
・修学旅行の事前学習として、スクールバス乗車と空
港見学を行う。
・公共のルールやマナーについて学ぶ。
②
・見本と同じ生物（植物・虫）を探す。
・季節によって咲く花の種類が違うことを学ぶ。
③
・校内にあるシンボルマークやユニバーサルデザイン
をみつける。
・シンボルマークやユニバーサルデザインの意味をみ
んなで考えていく。
④
・慰霊の日に関する写真や映像を見る。
・学んだことの発表を行う。

２
学
期

26

(知及技）
都道府県内における県や市の位置、地
形なとに着目することができる。（中
社オ１段階）

(思判表力)
日陰を作る方法を話し合って、実践す
ることができる。日なたと日陰では地
面の暖かさに違いがあることの理由を
考えることができる。（中理Bア１段
階）

(学･人)
住んでいる県の良いところや、修学旅
行で訪れる県や地域のことを教師や友
達と一緒にまとめることができる。
（中社オ１段階）

（道徳）
法やきまりの意義を理解することがで
きる。（C規則の尊重）

(知・技）
都道府県内における県や市の位置、地
形などを地図から探そうとしている。

(思・判・表)
日陰を作る方法や日なたと日陰では地
面の暖かさに違いがあることの理由探
しの話し合いに参加している。

(主学)教師や友達と相談しながら、身
近な市町村の良いところや修学旅行で
訪れる県や地域のことを調べようとし
ている。

（道徳）
法やきまりを○か×で答えることがで
きる。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①修学旅行へ行こう

②太陽と地面の様子を観察し
よう

③法ときまり○×クイズ

①
・修学旅行事前学習（行程表、しおり作成等）
・修学旅行事後学習（写真での振り返り、感想発表）

②
・日陰はなぜできるのか。陰アート
・日陰を作ってみよう
・日なたと日陰では地面の暖かさに違いがあるのか体
感してみよう

③
・法律○×クイズ
・ルールとマナー○×クイズ
・クイズ王決定戦

３
学
期

18

(知及技）
集団の中での簡単な役割を果たすこと
ができる。（小生活カ３段階）

(思判表力)
地域における災害や事故に対する施
設・設備などの配置，緊急時への備え
や対応などに着目して，関係機関や地
域の人々
の諸活動を捉え，そこに関わる人々の
働きを考え，表現できる。

(学･人)災害の種類について考える
ことができる。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、それぞれの個性や立場を尊重す
ることができる。（B相互理解、寛容)

(知・技）
集団の中で与えられた役割を果たそう
としている。

(思・判・表)
消防署の役割を写真や文章でまとめよ
うとしている。

(主学)災害の種類や自分ができること
について、周りの人と相談しながら考
えようとしている。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えようと
している。また、それぞれの個性や立
場を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①３年生を送る会

②災害や事故ってどんなもの
がある？

③災害時など、自分のできる
こと・やるべきことは何だろ
う

①３年生を送る会の運営
・1人一役

②
・東日本大震災から学ぶ（映像など）
・被災した人々の生活
・消防署の役割について

③
・もし沖縄で大きな災害がおきたら
・私にできること

留意点
引継ぎ等

令和 6年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 2学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動，地域の産業と消費生活の様子及び身
近な地域の様子の移り変わり並びに社会生活に必要なきまり，公共施設の役割及び外国の様子について，具体的な活
動や体験を通して，自分との関わりが分かるとともに，調べまとめる技能を身に付けるようにする(中社会Ⅰ段階）

(思判表力)観察･実験などを行い、主に差異点や共通点に気付き、疑問を持ち表現する力を養う。（中理科1段階）

(学・人)身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さについての自覚を養う
(中社会１段階）

(道徳)(C:集団や社会との関わりに関する事)約束や社会の決まりの意義を理解したり、働くことの大切さを知り進ん
でみんなの為に働いたりして、協力し合って楽しい学級や学校を作ろうとする態度を育てる。



  中学部　 ３年　（Ⅱ課程A①）　生活単元学習   　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身近な公共施設や公共物の役割を知る
ことができる。（中社イ１段階）

(思判表力)
身の回りの生物の様子から、主に差異
点や共通点に気づき、疑問を持つ力を
養うことができる。（中理Aア１段
階）

(学･人)
様々な場面で「きまり」があることに
気づくことができる。（中社イ１段
階）

（道徳）
命の尊さについて学び、かけがえのな
い生命を尊重することができる。（D
生命の尊さ）

(知・技）
身近な公共施設や公共物の役割を知ろ
うとしている。

(思・判・表)
植物は色、形、大きさなど、姿に違い
があることを知り、単語や身振りで伝
えようとしている。

(主学)様々な場面で「きまり」を
守れたか、振り返ろうとしている。

（道徳）
命の尊さについて学び、自分や家族・
友達の生命を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①　校内にある公共物をさが
そう

②　植物を育てよう

③　校外学習へ行こう

④　慰霊の日にむけて

①
・校内にあるシンボルマークやユニバーサルデザイン
をみつける。
・シンボルマークやユニバーサルデザインの意味をみ
んなで考えていく。

②
・植物の栽培活動を行う。
・植物の成長を観察する。

③
・修学旅行の事前学習として、スクールバス乗車と空
港見学を行う。
・公共のルールやマナーについて学ぶ。

④
・慰霊の日に関する写真や映像を見る。
・学んだことの発表を行う。

2
学
期

26

(知及技）
都道府県内における県や市の位置、地
形なとに着目することができる。（中
社オ１段階）

(思判表力)
物の性質の差異点や共通点に気づき、
疑問を持ち、表現することができる。
（中理Cイ１段階）

(学･人)
住んでいる県の良いところや、修学旅
行で訪れる県や地域のことを教師や友
達と一緒にまとめることができる。
（中社オ１段階）

（道徳）
働くことの大切さを知り、進んでみん
なのために働くことについて考えるこ
とができる。（C勤労、公共の精神）

(知・技）
都道府県内における県や市の位置、地
形などを地図から探そうとしている。

(思・判・表)
物質の形や体積による重さの違いや性
質の変化を、実験を通して記録したり
図に表したりしようとしている。

(主学)教師や友達と相談しながら、身
近な市町村の良いところや修学旅行で
訪れる県や地域のことを調べようとし
ている。

（道徳）
身の回りにある仕事の種類や内容を知
り、働くことの大切さについて考えよ
うとしている。自分自身が果たせる役
割について考えようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①修学旅行へ行こう

②いろいろな形と重さの関係
を調べよう

③身の回りにどんな仕事があ
るか知ろう

①
・修学旅行事前学習（行程表、しおり作成等）
・修学旅行事後学習（写真での振り返り、感想発表）

②
・形を変えて重さを比べてみよう
・同じ容器に入れてみよう
・実験振り返り

③
・仕事さがしウォークラリー
・もしもクイズ

3
学
期

18

(知及技）
社会生活に必要なきまりと、自分との
かかわりがわかる。（中社会ア１段
階）

(思判表力)
日常生活における公共施設の関わり方
などについて調べ、考えて表現するこ
とができる。（小生活コ２段階）

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にすることができる。
（B相互理解、寛容)

(知・技）
社会や学校での決まりがわかり、生活
の中でそれを守る大切さを知ろうとし
ている。

(思・判・表)
消防署の役割を写真や文章でまとめよ
うとしている。

(主学)災害の種類や自分ができること
について、周りの人と相談しながら考
えようとしている。

（道徳）
自分の考えや意見を相手に伝えようと
している。また、それぞれの個性や立
場を尊重しようとしている。

【評価資料】
活動の様子／ふり返りシート

①自分と社会のつながり

②災害や事故ってどんなもの
がある？

③高等部入試、卒業式に向け
て

①
・成人になると何が変化するのか学ぶ。
・日本の選挙制度について

②
・東日本大震災から学ぶ（映像など）
・被災した人々の生活
・消防署の役割について

③
・３年間の振り返り
・心と心のつながり

留意点
引継ぎ等

令和 ６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 3学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動，地域の産業と消費生活の様子及び身
近な地域の様子の移り変わり並びに社会生活に必要なきまり，公共施設の役割及び外国の様子について，具体的な活
動や体験を通して，自分との関わりが分かるとともに，調べまとめる技能を身に付けるようにする(中社会１段階）

(思判表力)観察･実験などを行い、主に差異点や共通点に気付き、疑問を持ち表現する力を養う。（中理科1段階）

(学・人)身近な社会に自ら関わろうとする意欲をもち，地域社会の中で生活することの大切さについての自覚を養う
(中社会１段階）

(道徳)(C:集団や社会との関わりに関する事)約束や社会の決まりの意義を理解したり、働くことの大切さを知り進ん
でみんなの為に働いたりして、協力し合って楽しい学級や学校を作ろうとする態度を育てる。



   中学部１～３ 年　（Ⅱ課程Ｂ①）    生活単元学習　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身の回りの生物の様子について気付
き、観察・実験などに関する初歩的な
技能を身に付けるようにする（中理科
A生命１段階ア身の回りの生物
（ア））
(思判表力)
教師の援助を求めながら身近な社会の
仕組みや公共施設に気付き， それら
を表現できる。（小生活Ⅱ段階ケきま
り）

(学･人)
きまりを守れたか、教師と一緒にふり
かえることができる。（小生活Ⅱ段階
ケきまり）

(知・技）
生物は色、形、大きさなど、姿に違い
があることや昆虫や植物の育ち方には
一定の順序があることを理解し、観
察、実験などに関する初歩的な技能を
身に付けている。
(思・班・表)
身近な市町村内にある、商業施設・公
園・公共施設などの名前・写真や感想
を白地図に教師と一緒に書いたり、
貼ったりしようとしている。
(主学)
きまりを守れたか、教師と一緒にふり
かえろうとしている。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

【身の回りの生物】
・身の回りにいる植物や昆
虫を調べてみよう。
・植物を育てよう

「身近な市町村と公共施設」

・学校でのきまり、公共施設
でのきまりなど

身の回りの生物について、探したり育てたりする中
で、生物の姿に着目して、それらを比較しながら調べ
る活動を行う。
・虫眼鏡の使い方を学ぶ。
・校内を散策し植物や昆虫などを観察したり、図鑑や
インターネットを使って調べたりする。

・学校周辺を散策したり校外学習にでかけて、どのよ
うなお店や施設があるか、調べる。
・身近な市町村の好きな所を写真の中から選んだり、
発表したりする。

・社会や学校で、色々なきまりがあることを知る。

16

(知及技）
教師の支援を受けながら、都道府県内
における県や市の位置、地形、土地利
用などに着目することができる。（社
会中１オ我が国の地理や歴史）
(思判表力)
教師の支援を受けながら、沖縄県内の
場所による違いを考えて表現すること
ができる。（社会中１オ我が国の地理
や歴史）
(学･人)
沖縄県について学習したことを生かし
ながら校外学習を楽しもうとすること
ができる。（社会中１オ我が国の地理
や歴史）

(知・技）
教師の支援を受けながら、都道府県内
における県や市の位置、地形、土地利
用などに着目することができたか。

(思・班・表)
教師の支援を受けながら、沖縄県内の
場所による違いを考えて表現すること
ができたか。

(主学)
沖縄県について学習したことを生かし
ながら校外学習を楽しもうとすること
ができる。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

「九州地方の様子」 ・沖縄県や九州地方の動画視聴
・面積や地形などの比較
・交通機関や特産物
・知り得たことの発表

6

(知及技）
外国の行事に触れ日本と外国の文化の
違いを知ることができる。（外小知・
技（イ））
(思判表力)
ハロウィンやクリスマスに関する絵本
や動画を視聴し、教師と一緒に外国の
雰囲気を楽しむことができる。（外小
知・技（イ））

(学･人)
外国の行事や文化に親しみをもって見
聞きしようとすることができる。
（外小知・技（イ））

(知・技）
外国の行事に触れ日本と外国の文化の
違いを知ることができたか。

(思・班・表)
ハロウィンやクリスマスに関する絵本
や動画を視聴し、教師と一緒に外国の
雰囲気を楽しむことができたか。

(主学)
外国の行事や文化に親しみをもって見
聞きしようとすることができたか。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

「季節の行事を楽しもう」 ・ハロウィン、クリスマス

4

自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にしようとすることが
できる。（道徳B相互理解寛容）

自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にしようとすることが
できたか。

【評価資料】
活動の様子

「相互理解と寛容」 ・２学期の学習活動を通して

３
学
期

18

(知及技）
風やゴムの力の働きについて気付き、
観察･実験などに関する初歩的な技能
を身に付けている。（中理科C物質・
エネルギー１段階イ風やゴムの力の働
き（ア））
(思判表力)
教師の援助を求めながら身近な社会の
仕組みや公共施設に気付き， それら
を表現できる。

（学・人）
学校周辺のお店や施設に関心を持つこ
とができる。（小生活Ⅱ段階コ 社会
の仕組みと公共施設）

(知・技)風やゴムの力は、物を動かす
ことができること、また、力の大きさ
を変えると、物が動く様子も変わるこ
とを理解し、観察･実験などに関する
初歩的な技能を身に付けている。
(思･判･表)
身近な市町村内にある、商業施設・公
園・公共施設などの名前・写真や感想
を白地図に教師と一緒に書いたり、
貼ったりしようとしている。
(主学)
行ってみたい公共施設を写真から選ぼ
うとしている。

【評価資料】
活動の様子

【風やゴムの力の働き】
・風の力を利用したおもちゃ
をつくろう
・ゴムの力を利用したおも
ちゃをつくろう

「身近な市町村と公共施設」

「身近な公共施設をしらべよ
う」

・風で遊ぼう（凧揚げ、風車等）
・風で動くおもちゃで遊び、風が物を動かす力を持っ
ていることを確認する。
・風の力の大きさと物の動く様子の関係性を調べる。
・ゴムで遊ぼう（ゴムで動くおもちゃの制作）
・学校周辺を散策したり校外学習にでかけて、どのよ
うなお店や施設があるか、調べる。

・学校の近くの公共施設を調べる。（近くの公園や横
断歩道など）施設の役割や利用時のマナーについて考
える。

留意点
引継ぎ等

令和 ６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 １～３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
自然の事物･事象について気付き、観察･実験等に関する初歩的な技能を身に付けるようにする。（中理科1段階）
(思判表力)
社会的事象について，自分の生活や地域社会と関連付けて具体的に考えたことを表現する基礎的な力を養う(中社会Ⅰ段階）
(学･人)
外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言葉への関心を高め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（小外国語段
階）
(道徳)
自分の特徴に気づき長所を伸ばしたり、過ちは素直に改め正直に明るい心で生活したり、自分でやろうと決めた目標に向かって粘り強く
やり抜く態度を育てる。(A:自分自身に関する事)

２
学
期



   中学部 １～３ 年　（Ⅱ課程Ｂ②）    生活単元学習　年間指導計画　

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

(知及技）
身の回りの生物の様子について気付
き、観察・実験などに関する初歩的な
技能を身に付けるようにする（中理科
A生命１段階ア身の回りの生物
（ア））
(思判表力)
教師の援助を求めながら身近な社会の
仕組みや公共施設に気付き， それら
を表現できる。（小生活Ⅱ段階ケきま
り）

(学･人)
きまりを守れたか、教師と一緒にふり
かえることができる。（小生活Ⅱ段階
ケきまり）

(知・技）
生物は色、形、大きさなど、姿に違い
があることや昆虫や植物の育ち方には
一定の順序があることを理解し、観
察、実験などに関する初歩的な技能を
身に付けている。
(思・班・表)
身近な市町村内にある、商業施設・公
園・公共施設などの名前・写真や感想
を白地図に教師と一緒に書いたり、
貼ったりしようとしている。
(主学)
きまりを守れたか、教師と一緒にふり
かえろうとしている。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

【身の回りの生物】
・身の回りにいる植物や昆
虫を調べてみよう。
・植物を育てよう

「身近な市町村と公共施設」

・学校でのきまり、公共施設
でのきまりなど

身の回りの生物について、探したり育てたりする中
で、生物の姿に着目して、それらを比較しながら調べ
る活動を行う。
・虫眼鏡の使い方を学ぶ。
・校内を散策し植物や昆虫などを観察したり、図鑑や
インターネットを使って調べたりする。

・学校周辺を散策したり校外学習にでかけて、どのよ
うなお店や施設があるか、調べる。
・身近な市町村の好きな所を写真の中から選んだり、
発表したりする。

・社会や学校で、色々なきまりがあることを知る。

16

(知及技）
教師の支援を受けながら、都道府県内
における県や市の位置、地形、土地利
用などに着目することができる。（社
会中１オ我が国の地理や歴史）
(思判表力)
教師の支援を受けながら、沖縄県内の
場所による違いを考えて表現すること
ができる。（社会中１オ我が国の地理
や歴史）
(学･人)
沖縄県について学習したことを生かし
ながら校外学習を楽しもうとすること
ができる。（社会中１オ我が国の地理
や歴史）

(知・技）
教師の支援を受けながら、都道府県内
における県や市の位置、地形、土地利
用などに着目することができたか。

(思・班・表)
教師の支援を受けながら、沖縄県内の
場所による違いを考えて表現すること
ができたか。

(主学)
沖縄県について学習したことを生かし
ながら校外学習を楽しもうとすること
ができる。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

「九州地方の様子」 ・沖縄県や九州地方の動画視聴
・面積や地形などの比較
・交通機関や特産物
・知り得たことの発表

6

(知及技）
外国の行事に触れ日本と外国の文化の
違いを知ることができる。（外小知・
技（イ））
(思判表力)
ハロウィンやクリスマスに関する絵本
や動画を視聴し、教師と一緒に外国の
雰囲気を楽しむことができる。（外小
知・技（イ））

(学･人)
外国の行事や文化に親しみをもって見
聞きしようとすることができる。
（外小知・技（イ））

(知・技）
外国の行事に触れ日本と外国の文化の
違いを知ることができたか。

(思・班・表)
ハロウィンやクリスマスに関する絵本
や動画を視聴し、教師と一緒に外国の
雰囲気を楽しむことができたか。

(主学)
外国の行事や文化に親しみをもって見
聞きしようとすることができたか。

【評価資料】
授業プリント/活動の様子

「季節の行事を楽しもう」 ・ハロウィン、クリスマス

4

自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にしようとすることが
できる。（道徳B相互理解寛容）

自分の考えや意見を相手に伝えるとと
もに、相手のことを理解し、自分と異
なる意見を大切にしようとすることが
できたか。

【評価資料】
活動の様子

「相互理解と寛容」 ・２学期の学習活動を通して

３
学
期

18

(知及技）
風やゴムの力の働きについて気付き、
観察･実験などに関する初歩的な技能
を身に付けている。（中理科C物質・
エネルギー１段階イ風やゴムの力の働
き（ア））
(思判表力)
教師の援助を求めながら身近な社会の
仕組みや公共施設に気付き， それら
を表現できる。

（学・人）
学校周辺のお店や施設に関心を持つこ
とができる。（小生活Ⅱ段階コ 社会
の仕組みと公共施設）

(知・技)風やゴムの力は、物を動かす
ことができること、また、力の大きさ
を変えると、物が動く様子も変わるこ
とを理解し、観察･実験などに関する
初歩的な技能を身に付けている。
(思･判･表)
身近な市町村内にある、商業施設・公
園・公共施設などの名前・写真や感想
を白地図に教師と一緒に書いたり、
貼ったりしようとしている。
(主学)
行ってみたい公共施設を写真から選ぼ
うとしている。

【評価資料】
活動の様子

【風やゴムの力の働き】
・風の力を利用したおもちゃ
をつくろう
・ゴムの力を利用したおも
ちゃをつくろう

「身近な市町村と公共施設」

「身近な公共施設をしらべよ
う」

・風で遊ぼう（凧揚げ、風車等）
・風で動くおもちゃで遊び、風が物を動かす力を持っ
ていることを確認する。
・風の力の大きさと物の動く様子の関係性を調べる。
・ゴムで遊ぼう（ゴムで動くおもちゃの制作）
・学校周辺を散策したり校外学習にでかけて、どのよ
うなお店や施設があるか、調べる。

・学校の近くの公共施設を調べる。（近くの公園や横
断歩道など）施設の役割や利用時のマナーについて考
える。

留意点
引継ぎ等

令和 ６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70 １～３学年

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
自然の事物･事象について気付き、観察･実験等に関する初歩的な技能を身に付けるようにする。（中理科1段階）
(思判表力)
社会的事象について，自分の生活や地域社会と関連付けて具体的に考えたことを表現する基礎的な力を養う(中社会１段階）
(学･人)
外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言葉への関心を高め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（小外国語段
階）
(道徳)
自分の特徴に気づき長所を伸ばしたり、過ちは素直に改め正直に明るい心で生活したり、自分でやろうと決めた目標に向かって粘り強く
やり抜く態度を育てる。(A:自分自身に関する事)

２
学
期


